
はじめに

Lj I i会火|りJ:('i-0)ための訓練施設(失IIJJ祈iJiと|ミ施設)は全国で17illWI折、そのうちあん降・マッサージ

ベ削U:lli、はりr:lli、きゅうr:lliを終成する胞設は11、社会適応のための訓練(感覚、日常生活動作、

;J<{ j" ，;!l1級官)そ行っている施設は数筒所あり、前者では約 1，000人、偽者では約200人が訓練を受

けています。

と乙ろで乙れらの，;111線を受けている者のほとんどが男性で、女性は全休の 1:，与IHζ も満たないので

す。

身体附'rl;.者の実態調資(昭和55年)では、 18歳以上の視覚障't!?者の数は33万6千人で、そのうち

日物(18万3千人)を火性が占めているのです。

制'i'l隙'，1;.者の半数がk性だというのに、胞設を利用する女性が伶:少であるというのはどうしてな

のでしょうか。それは多分男性の場合は、たとえ失明しでも家庭的、争1:会的ICも、職業的、経済的

FIなを目指さなければならない立湯にあり、かつ、それを当然とする歴史的、社会的成境にあるの

に対して、y"VI:のILi合は家庭の中でのくらし、すなわち身の廻りの処理、帰除、洗y{(!、調理など自

分のなれでMとかζ なせばそれ以!このことは引まず、家lζ閉じともって外には出なくなるか、長WJ

f，¥J にわたって家庭を離れられない事情がつきまとっているのではなし、かと思われます。 r白杖をつ

いたi三T女性をi.tJで凡かけるととはすくなし、」といわれるのは、盲女性の多くが家庭の中でひっそり

と作らしているからなのでしょう。訓練施設を利用するなどというととは、それが歩いて行けるN.

近く lζあれば別でしょうが、そうでない以合、本人が余Ftの決意で発心しない限りむづかしい乙と

なのでしょう。

当センターの生活訓練IC入所してきた30代の全盲女性は、 「私は自立生活をしたいから訓練をう

けてみたいといったら、家族や$:¥V良から、今更そんな考えを起こすことはないといって猛反対を受

けました。」と語っていましたが、女が盲lとなったら家の中でひっそりと本らすととを周囲で肯定

している筋があるようです。

乙うした ζ とから弘共は、在宅女性視覚障'存者は日常生活をどのようκ過どしているのか、身

の廻りの処理や家事についてどの程度の自立ーができているのか、地域での移動ゃいわゆる社会参加

といわれる而でどの範囲の広がりをもったくらしをしているかといったことκついて関心をもった

のです。そして在宅盲女性のニーズを探りあて盲女性IC対するリハビリテーションサービスのあり

方を検川するための基礎資料を得たいと考えたのです。

ととろでこうした盲女性K対する生活実態の調査は初めての試みであり、企画の段階では、調査

項目の選定及び調査方法について練りつくせない点もあり、加えて経費等の制約から対象数を絞っ



て実施せざるを得ませんでした。そ乙で地元所沢市及び近終の小平 iffそれlζII~ 立 t!l l 戸制 )J 障" f~:セン

ターにど協)J;をおねがいし、 192人について調査を行った次第です。

乙れによって在宅盲よc性のくらしの大体の様子がつかめたと思います。るごの中の生活動作につい

ての自立の度合いは比較的 I~.れ、数が示されましたが、乙れ lζ 対し移動、コミュニケーション Kつい

ての自立度は低く、社会参加の而では予惣通り消板的であり、いわば「閉ざされた生活Jがす.証さ

れたといえましょう。

乙れは歩行、外出について半数の者は介護者がいないとできないといった'JH百からきており、身

近なと ζ ろで歩行訓練等のサービスが1M供されるととの必i!，t性を示唆しているといえます。

ζの調査をもって在宅古文性の生活事情全般とそのリハビリテーションニーズを把桝したとは言

い難く、それを的篠にとらえるには更に調交項目、調査諮:体労ーについて吟味し吏tζ調査iを積む必要

があろうかと忠われます。今回そうした調査を企画する 1-.で参考となる材料が得られたという点iと

おいては大変有意義であったと考えます。

今回の調交 lζ 協力して下さった、所沢、小平両市福祉事務所、 II~ 了'rt11i戸悦)J障);-センタ一、所沢

市民生委員協議会及び明石ili盲人協会関係者に対し心から感謝をけlし上げる次第です。

昭和58年 6月

国立身体障害者リハビリテーションセンタ一

指導部長 土 健 三友
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第 1章調査の概要

調査の目的

ζの制交は、イr七の!JJI!:視覚障'1!?者について、日常生活の過どし方および社会参加の状況等生

活実態を調子正し、今後lζおけるリハビリテーションサービスのありみについて研究するととを目

的として、行ったものである。

2 調査の時期

|附有J58年 3月羽在の状況

3 調査の対象

地玉県所沢ili、東京都小平ili及び兵庫県明石市lζ在住する18歳以上の友性の視覚障;!?者

4 調査の事項

k性側覚障'11;者の生活実態調査日目(日IJ添)Iζ掲げる事項

5 調査の機関

!I~ -sr.身体障古者 1)ハビリテーションセンターが企画し、埼玉県所沢市、東京都小平m及び国立
制l戸税J]障刀センターの協力を得て行うとととし、所沢市及び小平市においては、福祉事務所長

が依頼した調査員 cl己生委員等)Iζより、 lリj石市においては、 1:El立制l戸視力障主センタ一所長か

らゆ!石ili白人協会K制空tを依頼し、ボランティアの協力Iとより調査を実施した。

6 調査の方法

調査員が調査の対象tJl引を訪問し、直接本人IC面接して行った。

7 調査客体選定

!肝沢ili 身体障得者手帳交付台帳をもとに在宅の女性視覚障'存者全数(144名)を対象客体

としたが、転出したもの、死亡したもの、長期間不在となっているものなど調査が

できなかった者52名で、残りの92名について調査を行った。

小平f!1' 全対象者 102名について、無作為抽出し、約半数の49名κついて調交を行った。

iリj石市 lりj石市盲人協会所属の会員で、協会主催の生活訓練講習会に参加した女性視覚障害

者sl史びlζ盲人協会の活動IC参加しているものを主な対象として51名Kついて調査を
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行った。

(参考)

調査対象市の視覚障害者数

l附和58.1. 1引在

防護
!肝 討て J打 lリl 石

18歳未満 18歳以上 18歳未満 18級以上 18歳未満 18歳以上

6 121 2 74 4 252 

2 3 59 O 42 3 148 

3 27 O 19 O 57 

4 O 27 2 24 83 

5 39 2 15 O 73 

6 3 47 O 21 3 111 

計 14 320 6 195 11 724 

男 176 93 

女 144 102 

126.531 76.555 130.126 

人口 124.081 73.375 132.472 

250.612 149.930 262.598 
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調査についてのお願い

乙のたび、在宅の目の不自 111など財人のプj々 が、日常生活をどのように過どしているの

か、制'rJ:陣咋lζよって[]常の生活にどのようなど不日 141がおありなのか等について、お伺

いし、今後lζおけるリハビリテーション・サービスのあり万Kついて、 J去礎資料をうるた

め、乙の調交を実施するととになりました。

お聞きする内特は、①障咋名、隣;!?の程度 @日常生活の状況 ③社会参加の状況

@生活訓練(歩行、身のまわりの処理のしプj、調理、点字等)についてであります。

なお、乙の調賓lζ関しては、特』ζ次の ζ とに十分注意いたしますので、安心して、本当

のととをお符えいただき、との調査が今後の視覚障得者の福祉のため十分役立つものにな

るよう、皆さまのど協力をお願い申し上げます。

1 調査京は、無記名としています。

2. 集計した事項は、統計以外の目的lζは用いません。

3. 個人の泌密は絶対IC守ります。

4. 答えたくない乙とについては、お答えしてくださらなくてもかまいません。

昭和 58年 3月

国立身体障害者リハビリテーションセンター
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調賓の目的

1. 本人につい

て

(1) 年 令

(2) 居住地

(3) 障存名

(4) 視 力

(5) t見 野

(6) 身障等級

(7) 交身付障手時帳期

(8) 職 業

(9) 家族締成

女性視覚障害者の生活実態調査票

(昭和58年3月1日現庄)

悶立身体附持者 1)ハピリテーションセンタ-

l制作11氏名

ζの調査は，花宅の自の不(1[t1など財人が， 日常:'1:1[;をどのように過ごしておられるのか，

視覚障~1~によって日常の持らしにどイ4向由な点がおありなのか，お{nl~ 、しリハビリテーショ

ン・サービスのあり方を研究する乙とを目的lとしています。

(イ[の仁二コ内に記入してください)

あなたのお歳は満何歳ですか。 1 -(1) 柑 ~I歳
あなたの現在のお住まいは。 1一札
身障者手帳に記載されている障害名または症病名は何ですか。 1 -(3)i 4一寸

どの程度の視力がおありですか。(ドからえらんで記入して下さb、)

1. 全くみえない 2. l~lH音がわかる

3. 目の前で手の動きがわかる 4. それ以上

視野(視力の範閤)は特IC異常が. 1. ある 2 ない

身体障害者手帳の等級は， 級|

手帳が交付されたのはいつですか。

お仕事は何をしていらっしゃいますか。(簡tj1.K)

現在いっしょに住んでいるのは，誰今ですか。

1.独り 2. 夫 3 子供 4. 親 5. 組父母

6. その他(甥，姪，同居人等)

次の動作を，自分一人でできますか。自分一人でできない場合は，介助の程度を答えてください。

(各動作どとに，いずれか一つにO印をつけてください。)

一人で
一人ではできない 通常はどうしていますか。

区 分 一部介助 全部介助 介助者ができる
が必要 が必要 いない (問し答てがくあだっさいた。ら}簡単に記入

2. 生活につい 1. 籍理稽頓

て

2. 身だしなみ
(化粧，服装)
盤髪など

(1) 身のまわ 3. お金の見分
け方

りの処理

4. 食事動作
〆しょうゆなど適
当ICかけ甘1る等

5. 洗濯
(2) 家 事
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一人で 一人ではできない
通常はどうしていますか。区 分

できる|一部介助 全部介助 介助者が (回し答がだあったら)簡単に記入
が必要 が必要 いない てく さい。

(2) 家 事 6. 掃 除

1. 包了が使え
る

2. ど飯を炊く

3. みそ汁，ス
ープなど

(3) 調 王塑
4. おかず
(煮物，やき
物など)

5. 盛りつけ
配 繕

6. 後片づけ
4R 納

1 電 話

2. 手紙(点字，
(4) 通 {言 カナタイフ。な

ど)

3. テープレコ
ーダーの操作

(5) 歩 rr 
1. 街の中，道
路等

1. 近くの小売
庄での買物

61 寅 物
2. スーノfー，
デパートでの
買物

1.外 出

(7) 外 ，'1-1 
2. 月にどの位外出していますか。
1. ほぽ毎日 2. 週2-3回 3. 月2-3回 2 -(7)亡コ
4. 年に数回 5 全くなかった

(8) 育 児
1. 乳幼児の育
児

(9) 一日のす あなたは一日を主にどのように過どしていますか。

2一間仁コどし方 1. 仕事 2. 家事 3. 読書，テレビ，ラジオ，おしゃべり等
4. その他(

あなたは，現在の暮らしでどのくらい満足していますか。

2-ω仁コ(¥0)満足度 1. 満足している 2. まあまあ満足している
3 不満があるが仕方がない 4. 不満
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3. 社会参加に

ついて

(1)近 隣|ど近所とおつきあいをしていますか。

t阿IJ. 介z護者がいない， したくない勺以卜I"jじ。

1 している 2 していない伺柚 ) I 3 -(1) 

域|地域等の催し，会合等IC参加していますか。
己
口

(2) 地

1. している 2. していない(開由

(3) 附;--'{-者関|隙何者関係の催し，会介て引ζ参加していますか。

係 11. している 2ー していない(則自

(4) 点宇図書|公共施設を利用していますか。(関i守館，点下関長l，'f!i'i匂)

館等 1 1. している 2. していない(即由

(5) 親 戚|親戚づきあいをしていますか。

l している 2. していない(即由

附研究会等|研究会趣刷会等へ参加していますか。

l している 2. していない(開由

(7) 同 数 11-.詔2)(3) (4) (6)で，月 fC{i，川位劉flしていますか。

4. 生活.VI除Jilζ

) 1 3 -(2) 

) 1 3 -(3)仁コ
) 1 3凶仁」

) 1 3ー (5)しつ
) 1 3ー附〔二コ

3 -(7) I二コ1"1
ついて

(1) リハセン|目の不自由な人に，歩行，身のまわりの処理のし)j，油開，点下等を，iJI/

ターの存在!練するリハビリテーションセンターがある乙とをど存じですか。

について 1 1 はい 2. いいえ 4ー (1)仁ご|

4一凶|二コ
(2) 訓練希望|上記のような訓練を受けたいと思いますか。

の有無 11. はい 2. いいえ

はい，いいえ，いずれの場合も下欄へそのJmlHを記述してください。

由理
ー

ー

ー

(3) 市l陥l!希望|受けるとしたら，どんな，tIi臓を希望しますか。

縄目 11 歩行 2 叫 3 調:fIft 4 貯 5 … 14 -(3)己
6. 手書き文字 7 その他(どんな ζ とか記入してくださし、)

。ど怠見，ど希望がありましたらお聞かせください。

ど協力どうもありがとうございました。
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第 2章調査結果の概要

[，('['1:付l'fJ:陣持者の生活実態を担保し、今後の視覚障得者のリハビリテーションを考えるうえでの

資料を得ることを目的lζ調交を実施したが、調査結果は、調至対象者の概要、日常生活動作，社会

参加、生活訓練，]Ij1ζ整理した。また地域の特色を考慮し、地域別の結果も合わせて記述した。

調査対象者

本調宜の対象者の概要は、凶 1-6、表 1-2のとおりである。

(1) 年総

凶 Iは、年齢階級別状況であるが、全体的lζは50歳代が25.l銘と最も多く、つぎ1[40歳代、

60歳代が 16.7%である。地域別にみると、所沢市では回歳代、 70歳代がそれぞれ22.8名、小平

市では60歳代が28.6%、fljj石市では日歳代が33.3安否と最も多くなっている。ちなみに昭和55年

身体障害者実態調査報告(1981.厚生省)と比較すると本調資対象者の年齢階級は比較的若くな

っており、日歳代をピークにほぼ正規分布を示しているといえる。

図 1 年齢階級別状況

30 

25.1 

20 
16.7 16.7 

13.5 !っ 円 13.5 

8. 3 

「1
4.7 

1.0 「| 0.5 二コ

18 20 30 40 50 60 70 80 90 
歳

19 29 39 49 59 69 79 89 以
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 上

(2) 疾病

表 1は、疾病別状況を示したものであるが、白内障が 19.3修、網膜色素変性症が 12.5%、緑

内障、角11莫混濁以外の角11莫疾患、倒神経萎縮がそれぞれ 10.4勿となっており、網膜にかかる疾

患が全体の29.8%と多くなっているのが特徴的である。
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表 1 疾病別人員

分 類疾言Z一一一一 ili 本念 数 比 率 所沢 切! 石

総 数 092名 222 6 ~ぢ 112 59 51 

眼 球 13 6.8 3 2 8 

眼 球 2 無 眼 球 4 2.1 3 O 

3 眼 球 ろ つ 12 6.3 6 5 

代 謝 4 白 子 症 O O O O O 

5 牛 眼 0.5 O O 
限 圧

6 緑 内 障 20 10会4 9 4 7 

7 強 度 近 4見 6 3.1 5 O 
屈 折

8 強 度 ユ‘主墨 ネ見 O O O O O 

9 角 1莫 混 濁 5 2.6 3 
角 1莫

10 その他の角膜疾患 20 10.4 10 6 4 

11 ベーチェヴト病 5 2.6 3 
ブドウ 11美

12 その他のブドウ膜炎 2 1.0 O 

13 白 内 障 37 19.3 23 7 7 

水晶体 14 水 晶体偏位 O O O O O 

15 無 品 体 3 1.6 2 O 

硝子体 16 網膜硝子体出血 0.5 O O 

17 糖尿病性網膜症 10 5.2 5 4 

18 網 膜 エ，;.ハ〈ミー 4 2.1 2 

19 網脈絡膜萎縮 9 4. 7 4 5 O 

網 1臭 20 網膜色素変性 24 12.5 10 8 6 

21 黄斑部変性 3 1.6 3 O O 

22 網 )J英 最11 離 3 1.6 

23 そ の イ也 4 2.1 2 

24 視神経萎縮 20 10.4 8 9 3 
倒神経

25 スモンによる視神経炎 0.5 O O 

26 そ の 他 15 7. 7 9 2 4 

(注) 疾患名は、身体障害者手帳lζ記入されているものを調べたもので、両眼が別々の疾

患の者ILついてはその疾患名をすべて計上した。
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(3) -HUJ 

制強!対象者の制力りIJ人員は、 「全く比えなL、」、 flリl暗がわかる」、 「目のがjで手のill!Jきが

わかる」、 「それ以上Jの4つのカテゴリーで同答を得たが、?全体的ICは「令く見えない」者

(令:行)が32.3傷、 「それ以上jの者が29.2%、「目の前で手の動きがわかるJ者(手動弁)

が22.9%、 flリl暗がわかる」者(光覚)が 15.6%の11民になっている。地域別では、明石市が

「全く比えないJ者が51.0~ちと過半数を己Iめているのが特徴的である。身障手帳の等級では、

凶41C示しであるとおり、 1級が57.8~ちと圧倒的 IC 多くなっているが、具体的な視力状況をみ

ると、手動弁以上の税)Jを有している者が29.2%と多くなっている o

図2 視力別状況
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(勿)

10 

32.3 
29.2 

22.9 

15.6 

30 

20 

全 光 手

動

弁

そ
れ
以
上

官三=

目 覚

(4) 初野

日常生活を営むうえでは、視力の障害のほか、視野の欠損状態が視覚障害者の行動IL多くの

制約を及ぼすととが明らかlとされている。視力が0.01でも視野が50以内である視覚障害者は、

信号機を探し出すのもきわめて難しいと言える。 G巴rald.E. Fonda ( 1981 )によれば、歩行

に影響を及ぼす視力は 0015を限界とするが、視野は直径500以内が欠損している場合、歩行

行動K問題が生じると述べている。

|文13は、視野別状況を示しているが、全体的IC55.2 %の者が視野lζ異常があると回答して

いる。地域別では所沢市で 56.5名、小平市で71.4%の者が視野に異常があり、明石市では逆

IC 62.7銘の者が視野lζ異常がない。全体的には過半数の者が視野異常を有しており、歩行上

の問題をもっている者が多いと考えられる。

n
J
 



図 3 視野別状況 (5) 障害等級

凶 4 は、身障子中11~Iζ記載されている障:

55.2 等級の回答の結果であるが、全体的には I(% 

I I 50 級57.8勉、 2級22.4~ぢで l 級と 2 級を合
41.7 

40. わせると 80.2勿lζ も達している。昭和55年

30 身体障害者実態調査報告によれば、 1級が

20. 37.5第、 2級が14.5%で、 1級と 2級を合

10 
わせて52.0t;lぎである。従って本調賓の対象

3.1 者は 1・2級のいわゆる重度視覚障害者が
異 異 無 多くなっている。しかしながら、全く見え
常 戸吊.，. 回
カま カf 答 ない者は、図2Iと示すとおり、 32.3<;;ぢであ
あ な
る し、

り、身障等級から視力の状況を判断するの

は困難であると思われる。

図 4 障害等級別状況

(勿60)L 
57.8 

50 Iー

40 

22.4 

20 日10 6.3 7.3 
3.1 3.1 u ||  

2 3 4 5 6 

級 級 級 級 級 級

(6) 身障手帳交付時刻l

身障手帳の交付時期は、全体的 IC は昭和55年以降lζ 交付された者が2O.4~ぢと最も多くなって

いるが、昭和50年~昭和周年までK交付された者が40.2%で、 6割の者が昭和50年以降K障害

の判定を受けている。地域別では、明石市が昭和25年~昭和34年に身障手帳の交付を受けた者

が43.1勿と他の市と比較して多い。
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図5 身障手帳交付時期
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(7)職業

職業IC対する回終では、全体的lとは 51.0%の者が無職と回答しており、そのつき‘lζ24.0%の

者が家庭の主婦として生活している。視覚障害者の伝統的な職業である理療師は 15.5%となっ

ている。地域別では明石市が理療師として職業をもっている者が47.0%を占めているが、他の

市は少ない。所沢市では「無職Jと回答した者が72.7%ICも達している。 ζれらの中tζは無職

と回答した者が家庭の主婦である乙とも考えられるので、実際lζは家庭の主婦は 24.0%よりも

多いと考えられる。

-15-



図5 職業別状況
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(8) 家族偶成

家政構成についての全体の回答では、夫射のみの世待、夫婦と子供の世情、母親と子供の世

，;i?等のいわゆる核家族世帯が60.0%、そのつぎに単身世帯が 13.5勿であった。 ζれらの中でも

夫射と子供の世得が32.9%と最も多くなっている。昭和55年身体障害者実態調査報告(1981、

厚生符)では、単独t!f:11i-が10.7名、核家族t射性が38.7名、 3世代世帯が33.3勿となっており、

核家族世帯の中でも、夫婦と子供のt肘誌が20.5~百と報告されている。従って本調査の対象者は

核家勝世帯が60%と若干多くなっている。

表2 家族構成状況

4谷 数 所沢 市 小平市 明 石市
家族構成

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

総 数 192 100.0% 92 loo-09ぢ 49 loo 04ぢ 51 100.0961 

独 身 26 13.5 4 4.3 11 22.5 11 21.6 

夫 28 14.6 9 9.8 9 18.4 10 19.6 

夫・子供 63 32.9 32 34.8 13 26.6 18 35.3 

夫・子供・親 8 4.2 5 5.4 2.0 2 3.9 

夫・子供・その他 6 3.1 3 3.3 3 6.1 O O 

夫・親 0.5 O O 2.0 O O 

夫・担父母 0.5 1.1 O O O O 

子供 24 12.5 19 20.7 3 6.1 2 3.9 

子供・その他 8 4.2 8 8.7 O O O O 

親 6 3.1 2 2.2 2 4.1 2 3.9 

親・祖父母・その他 0.5 O O 2.0 O O 

親・その他 7 3.6 4 4.3 O O 3 5.9 

その他 13 6.8 5 5.4 5 10.2 3 5.9 

(兄嫁、嫁、甥、姪など)
'-- '----

2 日常生活動作

日常生活動作の実態は、身のまわりの処理、家事、調理、通信、歩行、買物、外出、育児、一

日のすごし方、生活への満足度別の項目で回答結果を整理した。

(1) 身のまわりの処理

身のまわりの処理については、整理整頓、身だしなみ(化粧、服装、整髪など)、お金の見
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分け方、食事動作(しょうゆなど適当にかけられる等)ごとに一人でできるかどうか、一人で

できない湯合は介助Kついて質問した。その結果が凶 71C示しである。

整理整頓、身だしなみ、お金の見分け方、食事動作とも、 「一人でできる」者が多く、それ

ぞれ80.7%、 84.9勉、 80.3第、 77.6安否と高い割合を占めている。 r一人でできない」者の中
で、一部介助が必要な者は整理整頓が 13.5名、身だしなみが 10.9傷、お金の見分け}jが10.9

%、食事動作が 14.1勿である。全部介助が必要な者は整理整頓が5.8~ぢ、身だしなみが 4.2%、

お金の見分け方が8.3名、食事動作が7.3銘である o 従って、一人ではできなくて何んらかの

介助が必要な者は整理整頓、身だしなみ、、お金の見分け方、食事動作がそれぞれ 19.3%(37 

人)、 15.1% (29人)、 19.2% (37人)、 21.4% (41人)となっている o

地域別にみると、明石市が他市と比較して、一人でできる者が9割に達しており、介助の要

求度が低くなっている。(図8)

図7 日常生活状況(身辺管理)

〔一人でできる一人ではできない〕

80.7 整理番号頓

84.9 身だしなみ

80.3 

77.6 食事動作

l∞叩卸 70 印日 40 30 20 10 0 010203040 日印
% % 
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図8 市別の日常生活状況(身辺管理)

〔一人でできる〕

〔整理整頓〕
71.7 l好 沢 市
79.6 平 市
98.0 明 石 市

〔身だしなみ〕
79.3 所 沢 市
部.7 平 市
94.1 明 石 市

〔お金の見分け方〕
72.8 所 沢 市
79.6 平 市
94.1 切l 石 市

〔食事動作〕
71. 7 所 沢 市
71.5 平 市
94.1 明 石 市

1∞卯田 70 印日 40302010 0 o 10 20 泊 40
% % 

(2) 家事

家事lとついては、洗濯と掃除を一人でできるかどうか、一人でできない場合の介助について

質問したが、洗濯で 83.3~ム掃除で 76.0%の者が一人でできると回答している。洗濯で「一部

介助が必要Jな者が9.9 ~ぢとなっている。また掃除では、 「一部介助が必要」な者は11.5%、

「全部介助が必要」な者は 9.9 ~ぢとなっている。地域別では明石市が他市lζ比較して、一人で

できる者が98.0% IC達しており、自立度が高いと思われる。(図10)
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図9 日常生活状況(家事)

〔一人でできる一人ではできない〕
一部介助
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76.0 掃除
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% 

図 10 市別の日常生活状況(家事)

〔一人でできる〕
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(3) 調理

本調査の対象者の24.0~ぢが家庭の主射として生活していたのであるが、調理の自立状況を把

握するために、包丁が使える、ど飯を炊く、みそ汁・スープ、おかず、盛つけ・配瞬、後片づ

け・収納等の項目で一人でできるかどうか、一人でできない場合の介助について質問した。そ

の結果は図11・12に示しであるとおりである。 rおかず(煮物・やき物など)Jと「盛つけ・

配膳」で一人でできる者が72.Hぢとなっており、 「包丁が使える」と「ど飯を炊く」で一人で

できる者がそれぞれ80.7物、 「みそ汁・スープなど」で一人でできる者が79.7名、 「後片づけ

・収納Jで一人でできる者が77.1cちである。調理ICおいて何んらかの介助を必要とする者は、

おおむね 19.7労であり、 「おかず」と「盛りつけ・配膳Jでは24.0銘の者が介助を必要として

し、る。
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図11 日常生活状況{調理)
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図12 市別の日常生活状況(調理)

〔一人でできる〕

〔包丁が使える〕

68.5 所沢市

85.7 小平 if]

98.0 明石市

〔ど飯を炊く〕

69.6 所沢市

83.7 小平市

98.0 明石市

[みそ汁・スープなど〕

66.3 所沢市

85.7 小平市

98.0 明石市

〔おかず〕

59.8 所沢市

69.5 小平市

98.0 明石市

〔盛りつけ・配膳〕

60.9 所沢市

67.3 小平市

98.0 明石市

〔後片付け・収納〕

62.0 所沢市

83.7 小平市

98.0 明石市

1∞ω 回 70 60 回 40 却 20 10 O 。10 20 却 40 
% % 

(4) 通信

コミュニケーションの実態については、通信として、電話、手紙(点字・カナタイプなど)、

テープレコーダーの操作の項目で回答を得たが、その結果は図13・141[示しであるとおりであ

る。電話では79.2%の者が一人でできると回答しているが、手紙では一人でできる者は47.鰯

に減少している。従って手紙については全部介助が必要である者が31.8修、一部介助が必要な

者が 12.0%となっており、何んらかの介助を必要としている者は43.8勿に達している。テープ

レコーダーの操作は一人でできる者が60.9勿と電話より若干減少している。コミュニケーショ

ンに関連している通信は、身のまわりの処理、家事、調理等lζ比較して介助の要求度が高くな
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l∞ 
% 

「ているといえる。

図13 日常生活状況(通信)

〔一人でできる〕 〔一人ではできない〕
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図14 市別の日常生活状況(通信)
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(5) 歩行

歩行については、図151ζ示しているとおり、一人でできる者は49.0労で、全部介助を必要と

する者が29.2%、一部介助を必斐とする者が18.8名となり、何んらかの介助を必要とする者が

過半数を占めている。との結果は、[J常生活動作の中の介助の要求度からみると、スーパー・

デパートでの買物、外出、手紙についで介助の要求度が向くなっている。

図15 日常生活状況(歩行)

〔一人でできる〕 〔一人ではできない〕

49.0 却 2
介助者なし
0.5 

70 60 50 40 30 20 10 0 o 10 20 30 40 50 60 70 即
物 ーぢ

図16 市別の日常生活状況(歩行)

〔一人でできる〕

50.0 

57.1 

39.2 

〔街の中、道路等)

所沢市

小平市

明石市

〔一人でできない〕

70 60 50 40 30 20 10 0 o 10 20 30 40 50 60 70 
勿 % 

(6) 買物

買物については、近くの小売屈での買物、スーパー・デパートでの買物の2つの項目で質問

を行ったが、近くの小売屈での買物において一人でできる者は51.6%、全部介助が必要な者が

30.7勉、一部介助が必要な者が14.1銘となっている。スーパー・デノfートの買物においては一

人でできる者が35.9%、全部介助が必要な者が37.0%、一部介助が必要な者が22.9%となって

おり、日常生活動作の中で最も高い介助要求度を示している。
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図17 日常生活状況(買物)
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図18 市別の日常生活状況(買物)

〔一人でできる〕 〔一人でできない)

〔近くの小売居 |一部介助全部介助
での買物〕
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(7) 外出

外出は、歩行の回答結果とほぼ対応しており、一人でできる者が47.9名、全部介助が必要な

者が31.8%、一部介助が必要な者が14.1勿となっている。また、外出回数について質問したと

とろ、 「週 2-3回Jが29.8%、 「月 2-3回Jが27.6%、 「ほぼ毎日Jが26.0第、 「年に数

回」が9.9銘、 「全くなかった」が5.Hぢとなっている。 rほぼ毎日」と「週 2-3回」を合

わせると 55.8銘で、過半数を占めている。外出を一人でできる者は47.9%であったが外出回数

が多い ζ とから介助の役割が重要であるといえる。
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図19 日常生活状況(外出)
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図20 市別の日常生活状況(外出)
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図21 外出回数
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(8) 育児

育児については、乳幼児の台fYr.IC限って質問したが、現在育児をしている者が少なくて、無

l口|科が93.2名lζ達した。一人でできる者は6.3忽であるが、本調査では育児の経験はあっても

羽在育児をしていない者がn:倒的K多かった。

図22 日常生活状況(乳幼児の育児)

〔一人でできる〕 〔一人ではできない〕

6目3 0.5全部介助

30 20 10 O O 10 20 30 
告6 % 

(9) 一日のすごし方

一日のすごし方について、 1+~F、家事、読書・テレビ・ラジオ・おしゃべり等、その他の中

から主にすどしているものを選ぶ選択肢法で回答を得た。その結果は図23のとおりである。家

事lと費やしている者が最も多く 43.3勿となっており、そのつぎに読書・テレビ・ラジオ・おし

ゃべり等と回答した者が28.1%、仕事と回答した者が18.2名、その他が10.4%である。女性視

覚障害者である点を考えると家事が多くなっているのは当然といえる。

(10) 現在の暮らしの満足度

現在の暮らしでどのぐらい満厄しているかを、満足している、まあまあ満足している、不満

があるが仕方がない、不満の4段階の評定法で質問した結果が図24である。満足していると回

存した者は少なく 3.1銘であり、まあまあ満足している者は11.5勿である。従って、不満があ

るが仕方がないおよひ。不満と問符した者が 84.9~ちを占めている。日常生活動作の自立度を考え

てみると、身辺処理、家事管理Kついては、自立度が高いが、コミュニケーション、歩行等は

自立度が高くない結果が出ており、日常生活上最も基本的な行動が確¥[.しておらず、生活上の

ニーズ、を満足させるのIC問題が生じていると考えられる。現在の暮らしの満足度が低いのも、

このような日常生活動作を単独で自由にできないととろにその原因があると恩われる。
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図23 一日のすごし方
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図24 現在の暮らしの満足度
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(111 制1Jの障;昨日IJI[みた日常生活動作介助状況

表 3の制力の障害別にみた日常生活動作目IJ介助において全体的な中111日|を比るために、所沢I/J、

小平i/T、lリj石市の 3市の総数の凶作から、無回答を除いて表 4のように終理した。

表3 視力の障害別にみた日常生活動作別介助の状況

(jiJT沢I/i、小平市、明石市の3市の総合)

介助の状況 一人でできる 一部介助が必要 全部介助が必裂

ネ:li1， 力 全盲砂l暗弁 以子動弁上 全盲 |りJff音弁 子以動弁上 子ノ!¥?ム にFと3ご 明暗弁 子以動弁卜

整理整I頓 47 23 85 6 6 14 9 

身だしなみ 47 25 91 7 5 9 8 8 O 

お金の見分け 44 20 90 6 7 8 12 2 2 

食事動作 44 18 87 7 8 12 11 2 

洗 iH! 46 25 89 3 3 7 13 2 4 

掃 除 44 21 82 3 7 12 13 2 4 

包丁の使用 47 22 86 2 4 6 12 4 5 

ど飯炊き 46 21 88 5 4 13 4 4 

みそ汁、スープ作り 44 23 86 2 2 5 14 5 5 

おかず作り 39 19 81 7 6 8 14 5 6 

盛りつけ、配膳 39 18 82 7 6 9 14 5 5 

後片づけ 43 20 85 5 7 7 12 3 4 

電話の使用 40 21 91 11 3 6 10 5 3 

手 紙 30 12 50 5 5 13 22 11 28 

テープの使用 42 16 59 2 3 8 14 8 18 

街中の歩行 8 9 77 14 6 16 39 12 5 

小売屈での買物 14 9 76 8 7 12 39 13 7 

スーパーでの買物 7 5 57 13 6 25 41 17 13 

外 出 12 7 73 6 6 15 41 14 6 

計 Z 683 323 1515 115 102 196 346 123 121 

平均 約36 17 80 6 5 10 18 7 6 × 

m州



;k3の1，え下段の19項白の平均倒で、つぎのような 2変量度数分布の相関表にまとめた。

表 4 視力と日常生活動作の介助の状況
(昨l位.人)

全 定日二三 ゆ!日音弁別 手動弁以上

全部介助が必要 18 7 6 
卜一

一部介助が必要 6 5 10 

一人でできる 36 17 80 

X変数は制力の障'存度で、級問値を「令官一全く見えないJi明暗弁別一明暗がわかる」

「手動弁別以上一目の前の手の動きがわかるJの3段階とした。 Y変数は介助の要求度で級問

値は「一人でできるJi一部介助の必要Ji全部介助の必要Ji全部介助の必要」の3段階と

した。表 3の2変量度数分布の相関表を見やすくしたものが凶25の相関図である。

図25 視力と日常生活動作介助の相関図
(単位:人)

全 τ回二ご Iリl暗弁別 手動弁以上

. . . . . . . . . . -・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . 
全部介助が必要

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一部介助が必要

-・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . -・・・・・・ー・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一人でできる

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

図18から見られるように「一人でできる」と答えた者が多く全体の約70%を占めている。視

力別では、手動弁別以上の者が40名以上であり、全盲者はその半数の約20%が「一人でできるJ

と答えている o

しかし介助を必要とする者が、約30%もいるととは大きな問題と考えられる。自立更生とい

う点で何んらかのリハビリテーション・サービスが必要であろう。

次の視力の障害の程度と日常生活動作における介助との相関を上の 2変量度数分布から、次

式 Nz X 'y'-Z f x' zfy' 
J lN Z j X' 2 - (Zj X') 2 J [NZj y2ー (Z/y')21
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より求めると

185 x (-56) -36 x (一 102) 
=-0.285 -J (185 x 156一(36 ) 2 ) X ( 185 x 164 - (-102 ) 2 ) 

となり、負の逆相関で相関の程度は少ししかない。つまり京度の制力障害者の万が若干、より

多く介助を必要としているといえる。従って斡度の視力陣持者(弱制者)も同様に介助の必要

がある ζ とになろう。 ζのことは余白者も弱視者も同様iζ リハビリテーション・サービスが必

要であるととを意味する。その場合、全盲者と弱視者lζ対するリハビリテーション・サービス

の質は異なって提供されるべきであろう。

以上は日常生活動作全般の相関であったが、個々の動作別の仰)Jと介助の相聞の場合を視覚

障害者の日常生活動作上、設も重要な要素と考えられる歩行の項目を l標本例としてあげた。

表 5がその 2変量度数分布であり、凶19がその相関図である。

表 5 視力と歩行介助の状況
(単位:人)

ヲiモ 宅目三= 明暗弁別 手動弁以上

全部介助が必要 39 12 5 

一部介助が必要 14 6 16 

J 人でできる 8 9 77 

図26 視力と歩行の介助との相関図
(単位:人)

全 て目まゴ 明暗弁別 手動弁以上

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
全部介助が必要

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一部介助が必要

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一人でできる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

-・・・・・・・・・. . . . . . . 

図26の相関図の場合、先程の日常生活動作全体の相関図とかなり異なっている。先ず介助を

要する者と、一人でできる者の比率は、 50勿づつで、介助を要する者がかなり多くなっており、
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問題の深刻度を増している。また一人でできると答えた50%の中、手動弁別以上の弱視者が

82.0 名も占めており、一人~j)きできる者の大多数は弱視者に限られている o 逆 lζ 介助を要する

度合いは、 i]!:度の視覚障害者の万lζ多くなっており、全盲者の中、介助を要する者は87.0銘に

も及ぶ。反而、明暗弁以上の何んらかの視力を有する者の中、 43.0%もの者が介助を必要とし

ている。この ζ とも大きなr.HI週であり、何んらかの視力を有する者にも、質の異なった歩行に

閲するリハビリテーション・サービスが必要であろう。

つぎに、統計上から視力の障害の程度と移動介助の度合いの相関を上記の 2変量度数分布か

らとると、 r=-0.65といういちじるしい負の逆相関を示した。つまり、重度の視力障害者程

より多く移動の介助を必要とするといえる。

乙のように視力障害の度合いと日常生活動作介助の必要度は、日常生活動作の種類Kよって

異なるので、視力障害の度合いと、動作の種類lζよって介助、〉くはリハビリテーション・サー

ビスの質と鼠を工夫する必要があろう。

1没後lζ、 「一人でできない」と回答した者の中で、介助者がいない ζ とを理由にしている者

は、全盲者13人、明暗弁別8入、手動弁別以上で3人、合計24人となる。 ζのζ とは、訪問指

導やホームヘルパーの充実が強く望まれる。

3 社会参加

社会参加状況については、近隣とのつきあい、地域等の催し・会合、障害者関係の催し・会色

点字図書館等の利用、親戚づきあい、研修会・趣味の会等の6項目について参加状況を質問した。

その結果は凶27・28のとおりである。親戚づきあいが最も多く、 9割近い人達が行っている。そ

のつぎに近隣とのつきあいが多く、 6割の人が行っている、その他の地域等の催し・会合、障害

者関係の催し・会合、点字図書館等の利用、研修会・趣味の会等は、 3割の人が参加・利用して

いる。従って、女性視覚障害者は、社会資源、を活用している人が少なく、積極的な社会参加の状

況になっていない。

社会参加回数状況は図291C示しであるとおりである。参加回数Oの者が最も多く 27.1%(52人)

で、そのつき、に 2回の者が15.6%(30人)， 1回の者が14.1~ぢ (27人)となっており、参加しな

いか、もしくは参加しでも 2回ぐらいまでといえる。
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図27 社会参加状況

〔している〕 〔していない〕
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図28 市別の社会参加状況
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O回(52人)

図29 社会参加回数状況(月)

1回 (27人) 2回 (30人) 3回 00人)
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園小平市
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各回の背後の正万形は比較標準50人を示す。

無回特(51人)

4 生活訓練

(1) リハビリテーションセンターの存在

生活訓練を実施しているリハビリテーシヨンセンターについて、知っているか、いないか、

を質問したと ζ ろ、図30・31に示すように、 74.0~ぢの者がリハビリテーシヨンセンターの存在

を知っている。

図30 リハビリテーションセンターの存在
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図31 市別のリハビリテーションの存在の知識
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(2) 生活訓練の希望状況

生活訓練を受けたいと思っている者は71.4%とニーズが高くなっている。 rいいえ」と回答

した者でも、 「自宅の近くにあるならば」、 「通って行ければJ、 「午後だけであれば」とい

った条件があり、 !J.:.性視覚障害者の生活法稼lζ相応したリハビリテーション・サービスが提供

できれば、かなりのニーズがある。乙のようなニーズに応じる ζ とはリハビリテーションKと

って重要な課題であると言える。

図担 生活訓練希望の状況

〔はい〕

|128.6  
-
A
4
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図沼 市別の生活訓練希望状況
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(3) 生活訓練の希望科目

総

生活訓練を希望している者は 137人いたが、希望科目では、 137人中87人 (63.5%)が歩行

訓練を希望している。以下、調理訓練 (27.0 勿)、点字訓練Cl8.2~ぢ)、カナタイプ訓練06.8

勿)、手書き文字訓練(10.2労)、身辺処理訓練 (8.6%)のJI民になっている。乙の結身初〉ら、

女性視覚障害者が生活上最も困っているのが歩行であることがわかる。調理訓練のニーズも歩

行訓練のつぎに上げられており、広範な生活訓練プログラムを用意する必要がある。また、生

活訓練の希望者が調査対象者の71.4%もおり、決して全盲者だけでなく、眼前手動弁以上の視

力保有者も生活訓練を希望しているととも忘れてはならない。明石市においては、生活訓練希

望者が54.9%と他市と比較して低い数字を示しているけれども、とれは明石市盲人協会主催の

生活訓練講習会lζ参加している者も含まれており、ある程度の日常生活技術を習得していると

思われる。逆Iζ、講習会lζ参加していてもなお、 54.9勿も生活訓練を希望している者がし、るこ

とは、講習会という短期間の間では十分な習得は望めず、ある程度の時聞をかけて訓練するこ

とが必要であると言える。

表 6 生活訓練希望者の希望科目別人員

希 望
車会 数 歩 行 身辺処理 調 理 ，8 字 カナタイプ 手書き そのイ也

実人員 文字

数 137仏j 212 87 12 37 32 16 14 14 

所沢市 74 96 41 4 16 16 8 4 7 

小平市 35 84 25 7 17 16 6 8 5 

明石市 28 32 21 4 2 2 2 
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第 3章まとめ

女性視覚障害者の生活実態調査を 192人κ対して行ったのであるが、家の中での日常生活動作

(身辺処理、家事、調理等)は自分なりに慣れでできるという ζ ともあって70%以上の自立度があ

り、介助のニーズもそれほど布くなっていないが、コミュニケーション手段の獲得では自立度が低

く、手紙においては約半数の者が何んらかの介助を要求している。また歩行、買物、外出等の移動

をともなう行動については自立度が低く、介助のニーズが高くなっている。乙れらの日常生活動作

を視力との相関でみると、視力障害の程度に対して介助のニーズが高くなるが、弱視者も全盲と同

様lζ リハビリテーション・サービスを受ける必要があるといえる。

社会参加状況では、親戚づきあい、近隣とのつきあいは比較的多いけれども、地域の催し・会合、

障害者関係、の催し・会合、点字図書館等の公共施設の利用、研究会等ICは積極的な参加はすくなか

った。従って女性視覚障害者が積極的K地域の社会資源を活用できるように、情報を受け入れたり、

参加意欲を高める等、生活の基権を作るととが必要であろう。そのためにも、生活訓練を受けて日

常生活技術を習得する機会が与えられるべきである。催し物の情報を提供されでもその場所まで移

動できなければ社会参加は望めない。

生活訓練については、調査対象となった3市ともリハビリテーシヨン施設の地元でもあるためそ

うしたリハビリテーシヨンの存在を知っている者が多かったし、訓練を希望する者の割合も多く、

生活訓練へのニーズが高くなっているが、住んでいる地域にリハビリテーション施設がないと乙ろ

で調査した場合は生活訓練の乙とKついて知る方法もなく訓練ニーズはこのようには表われないか

もしれなし、。今回の調査は、それが限られた地域を対象としたという制約はあるにしても女性視覚

障害者のリハビリテーション・ニーズをある程度客観的にとらえるととができたものと考える。

そして、いままで婦人が盲となった場合は、家にとじこもったままで最小限の家事をさせておく

しか仕方ないといった考えが肉親の中Kもあって盲婦人のニーズが顕在化することなしにきていた

と見られるが、乙の乙とが盲婦人IC対する世間一般の認識を遅らせていた原因のよう IC思える。光

を失った盲婦人は家の中でひっそりした暮らしに慣らされ、社会参加の機会を奪われてきた。それ

は世聞から無視されている乙とであり、差別であるといえる。彼女達がリハビリテーションの機会

を得て日常生活はもとより移動、コミュニケーション等について自立する乙とは人格の独立を獲得

することであり社会生活を営むうえでの基本でもある。

乙うしたりハビリテーションの機会を得るにつけ特に女性の場合は遠くにある施設を利用する ζ

とKついて種々制約がある。との乙とを考えると、彼女達の住む地域Kおいて、乙うした訓練サー

ビスを提供する施策が進められる乙とが是非とも必要であると考える。
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第 1表年令階級月IJ人員

本会 数 所沢 市 砂l石

総 数 192人 92人 49人 51 人

18 -19人 2 1 

20 -29 16 6 6 4 

30 -39 26 11 3 12 

40 -49 32 11 10 11 

50 -59 48 21 10 17 

60 -69 32 12 14 6 

70 -79 26 21 4 

80 -89 9 8 

90-

第2表視力別人員

総 数 所沢市 小平市 明 石市

幸会 数 192人 92人 49人 51人

全くみえない 62 24 12 26 

明暗がわかる 30 18 6 6 

目の前で子の動きがわかる 44 22 15 7 

それ以上 56 28 16 2 

第3表視野別人員

総 数 所沢 小平 市 明 石市

総 数 192人 92人 49人 51 人

異常がある 106 52 35 19 

異常がない 80 34 14 32 

無回答 6 6 
L一一 '------
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第 4表障害等級別人員 第5表 身障手帳交付時期別人員

総数 所沢市 小平市 明石市 総数 l折沢ifi 小'1えiIi 明石市

総数 192人 92人 4g人 51人 総数 192人 92入 49λ 51人

級 111 47 19 45 2&-泊 16 4 2 10 

2 級 43 19 19 5 30-34 20 7 12 

3 級 12 5 7 35-39 25 9 6 10 

4 級 6 4 2 40-44 21 6 7 8 

5 級 6 4 45-49 29 19 6 4 

6 級 14 13 50-臼 38 23 9 6 

55-国 39 22 16 

不 切j 4 2 2 

第 6表 日常生活動作の状況一身のまわりの処理、自立度別人員

一人で
一人ではできない

市 総 数 無回答
できる 一部介助 全部介助 介助者が
が必要 が必要 し、なし、

総数 192人 155人 26人 11人

所沢市 92 66 18 8 
整理整頓

小平市 49 39 8 2 

明石市 51 50 

総数 192 163 21 8 

身だしなみ 所沢市 92 73 13 6 
(化粧髪、服装、)
整など 小平市 49 42 6 

明石市 51 48 2 

総数 192 154 21 16 

所沢市 92 67 14 11 
お金の見分け方

小平市 49 39 5 4 

明石市 51 48 2 

総数 192 149 27 14 2 

食事動作 所沢市 92 66 15 10 
(しょうゆなど適当)
にかけられる等 小平市 49 35 10 3 

明石市 51 48 2 
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第 7表 日常生活動作の状況一家事・調理、自立度別人員

一人ではできない

取念 数
一人で

一郎介助全部介助介助者が
できる
が必要が必嬰いない

総数 192人 146人 22入 19人

洗
!肝沢ili 92 69 8 15 

小平ili 49 41 5 3 

lリl石市 51 50 

総数 192 146 22 19 5 

附 1パ 92 59 14 14 5 
掃 除

小'1三I打 49 37 8 4 

Iリl石市 51 50 

総数 192 155 12 21 4 

包丁が使える
所沢ili 92 63 10 15 4 

小、fili 49 42 2 5 

明石市 51 50 

総数 192 155 10 21 6 

11斤沢市 92 64 7 15 6 
ど飯を炊く

小可三iH 49 41 3 5 

明石市 51 50 

総数 192 153 9 24 
6 6 

1fT沢ifi 92 61 7 18 
みそ汁、スープなど

小平i↑i 49 42 2 5 

明石市 51 50 

総数 192 139 21 25 7 

お カ3 ず 所沢市 92 55 13 18 6 

(煮物、やき物など) 小平iIJ' 49 34 8 6 

fijJ石市 51 50 

総数 192 139 22 24 6 

盛 り ぺコ け 所沢市 92 56 12 18 6 

配 !J託 小平m 49 33 10 5 

明石市 51 50 

総数 192 148 19 19 6 

後片 づ け 所沢市 92 57 14 15 6 

~X 納 小平iif 49 41 5 3 

明石市 51 50 
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第8表 日常生活動作の状況一通信・歩行、自立度別人員

一人ではできない

乱含 数
一人で

一部介助 令部介助 介助者が 1m同 24できる
が必嬰 が必要 L 、7よ L、

総数 192人 152人 20人 18人 1人 人

所沢市 92 64 15 12 
電 話

小*Tli 49 40 3 5 

明石市 51 48 2 

総数 192 92 23 61 15 

手 正氏 所沢市 92 27 16 34 15 

(点字・カナタイプなど 小平itJ 49 16 6 26 

明石市 51 49 

総数 192 117 13 40 3 19 

テープレコーダ 所沢i!J- 92 35 8 30 18 

の 操 作 小'rz市 49 34 3 9 2 

明石市 51 48 2 

総数 192 94 36 56 2 4 

所沢市 92 46 17 24 4 
街の中、道路等

小平iIi 49 28 7 13 

明石市 51 20 12 19 

第 9表 日常生活動作の状況ー買物・タ卜出・育児、自立度別人員

一人ではできない

総 数
一人で

一部介助 全部介助 介助者が 無回符;できる
が必要 が必要 L 、Tよ L、

総数 192人 99人 27人 59人 l人 6人

近くの小売庖 所沢市 92 45 14 27 6 

で の 買物 小平市 49 26 7 15 

明石市 51 28 6 17 

総数 192 69 44 71 2 6 

スーパη一、 プ一パ円 所沢市 92 39 18 29 6 

ートでの買物 小平市 49 14 13 20 2 

明石市 51 16 13 22 

総数 192 92 27 61 11 

所沢市 92 42 12 27 11 
外 出

小平市 49 27 6 15 

明石市 51 23 9 19 

総数 192 12 179 

所沢市 92 9 83 
乳幼児の育児

小平市 49 48 

明石市 51 3 48 
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第10表外出回数別人員

車合 数 ほo;'1rJfl 週 2-311 月2-3lill 年'c数[rJ.1 全くなかった 無回特;

数 192人 50人 57人 53人 19人 11人 2人

J折沢 92 22 25 19 15 9 2 

49 15 17 13 2 2 

明石 51 13 15 21 2 

第11表一日のすごし方別人員

t会 数 仕 z長 家 事
読占、テレビ、ラ

そ の他
ジオ、おしゃべり等

車念 数 192人 35人 83人 54人 20人

I ~斤沢 市 92 6 39 35 12 

IJ、3ド 市 49 9 18 17 5 

明石 51 20 26 2 3 

第12表現在の暮らしの満足度別人員

総 数 満足している
まあまあ 不i両があるが

不 満 無回答
i満足している 仕方がない

数 192人 6 人 22人 119人 44人 1人

所沢 92 4 10 50 28 

小 '1ノ 市 49 2 5 35 6 

明石市 51 7 34 10 

第13表 リハビリテーションセンターの存在の知識別人員

lま し、 いいえ
総数
総数 所沢市 小平市 明石市 総数 所沢市 小平市 明石市

リハセンターの存在 192人 142メ 66人 31人 45人 50人 26人 18人 6人

第14 生活訓練の希望別人員

lま し、 いいえ
総数
総数 所沢市 小平市 明石市 総数 所沢市 小平市 明石市

訓練希望の有無 192 人 137 人 74 人 35 人 28 人 55 人
人 人

23 人18 14 
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第15表 生活訓練希望者の希望科目別人員

希望
総数 歩行 身辺処理 調珂1点字 カナタイプ 手Jiき;文:'[: その他

実人員

総数 137人 212人 87人 12人 37人 32人 16人 14人 14人

所沢市 74 96 41 4 16 16 8 4 

小平市 35 84 25 7 17 16 6 8 5 

明石市 28 32 21 4 2 2 2 

第16表社会参加別人員

し てい る していない
総数
総数 所沢市 小平i行 明石市 総数 所沢市 小'11.ili 明石市

近隣とのつきあい 19t 118人 55入 31人 32人 74人 37人 18人 19入

地域等の催し、会合等 192 53 22 12 19 139 70 37 32 

障害者関係の催し、会合 192 69 22 14 33 123 70 18 

点字図書館等の利用 192 56 13 18 25 136 79 3li 

親戚づきあい 192 170 80 43 47 22 12 6 I 

研究会、趣味の会等 192 55 13 11 31 137 79 38 」

第17表社会参加回数別人員

総 数 所沢 小平 Iリj 石市

総 数 192人 92人 49人 51人

O 52 22 17 13 

27 4 12 11 

2 30 7 9 14 

3 10 3 3 4 

4 4 3 

5 ~ 9 8 2 5 

10 - 14 5 3 

15 - 19 

20 - 2 

年 2 回 2 2 

無 回答 51 49 2 
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第18表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔整理整頓〕

全くみえ lリja音がわ
目の前の

数 子の動き それ以上
t，H 、 かる

がわかる

数
人 人 人 人 人
192 62 30 44 56 

数 155 47 23 34 51 

l丹沢 66 13 12 15 26 
rJ分でできる

39 9 5 12 

lリl石 50 25 6 7 12 
」

総 数 26 6 6 9 5 

I!月沢 18 4 5 7 2 
一部介助
臼 平 8 2 2 3 

分 lりj 石

で 京念 数 11 9 

lま !好沢 8 7 
全部介助

で 小平 2 

き 切j 石

な 数

し、 介助者が l丹沢

し、7よし、 小平

明石市

総 数

所沢 市
無 回 キキ

小平

Iリl石 市
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第19表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔身だしなみ〕

全くみえ !り!日音がわ
目の前の

それ以上|総 数 予の動きなL、 かる
がわかる

総 数 192人 62人 30人 44人 56人 l

京公 数 163 47 25 37 54 

所沢 73 14 14 19 26 
自分でできる

小平 i打 42 9 5 12 16 

明石市 48 24 6 6 12 

総 数 21 7 5 7 2 

所沢 13 4 4 3 2 
一部介助
自 小平市 6 2 3 

分 明 石市 2 

で 総 数 8 8 

iま 所沢 i有 6 6 
全部介助

で 小平

き 明石 市

な 総 数

し、 介助者が 所沢

L 、Tよし、 小平市

明石市

総 数

所沢 市
無 回 生E女3 

小 平 市

明石市
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第20表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔お金の見分け方〕

全くみえ 明暗がわ
自の前の

車会 数 ts. ~ 、 かる
手の動き それ以上
がわかる

人 人 人 人 人
t会 数 192 62 30 44 56 

総 数 154 44 20 37 53 

所沢 67 11 11 19 26 
自分でできる

小 sv- 市 39 8 4 12 15 

りj 石市 48 25 5 6 12 

総 数 21 6 7 5 3 

所沢 市 14 5 5 2 2 
一部介助

自 小平市 5 2 

分 明石市 2 

で 総 数 16 12 2 2 

で 所沢 rn 11 8 2 
全部介助

き 小平市 4 3 

7ょ 明石市|

L 、 総 数

介助者が 所沢 市

いない 小平f¥J'

明石市

総 数

所沢 市
無 回 答

小平 市

明石市
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第21表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔食事動作〕

全くみえ 切Ja帝カ)~)
自のliiiの

数 子の1!JJき それ以上tH 、 かる
がわかる

人
62人 30人 44人 56人融公 数 192 

宗谷 数 149 44 18 36 51 

所沢 ip 66 13 9 18 26 
自分でできる

小平 35 8 3 11 13 

明石市 48 23 6 7 12 

総 数 27 7 8 7 5 

所沢 15 3 6 4 2 
一部介助
自 小平 10 2 2 3 3 

分 明 石 ili 2 2 

で 総 数 14 11 2 

で 所沢 10 8 2 
全部介助

き 小平 3 2 

な 明 石

し、 総 数 2 2 

介助者が 所沢

し、なし、 小平

明石市

総 数

所沢

無 回 答

小平

明石

ハU
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第22表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔洗 濯〕

全くみえ iりj暗がわ
自の仰の

数 手の勤き
ない かる

がわかる

本会 数
人
192 62 人 30人 44人 56人

総 数 160 46 25 36 53 

所沢 69 12 14 16 27 
自分でできる

'F 41 9 5 13 14 

lリj 石 可i 50 25 6 7 

総 数 13 3 3 4 3 

所沢 8 2 3 2 
一部介助
自 平 5 2 2 

分 lりl石

で 総 数 19 13 2 4 

iま 所沢 15 10 4 
全部介助

で 小平 司i 3 2 

き 町j 石市

な 総 数

L 、 介助者が 所沢

し、Tよし、 rb 

I~J 石

総 数

所沢 市
無 回 答

小平

切J石市
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第23表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔掃除〕

全くみえ l切Jflf1b:'tj 目の!日jの
総 数 手の;Y))き それ以上なL、カ〉る

がわかる

S8 数 192人 62人 30人 44人 56人

余念 数 146 44 21 33 48 

11fT 沢 可1 59 11 11 14 23 
自分でできる トー

小平 37 8 4 12 13 

明石市 50 25 6 7 12 

数 22 3 7 6 6 

所沢 14 2 5 4 3 
一部介助
自 小平 8 2 2 3 

分 砂j 石市

で 車会 数 19 13 2 4 

Ij: 所沢市 14 9 2 3 
全部介助

で 小平 4 3 

き 明石市

な 総 数

L 、 介助者が 所沢

し、Tよし、 小平

明 石市

合、ん」1ム 数 5 2 2 

所沢 5 2 2 
無 回 答

小平 ili

明 石市
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第24表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔包丁が使える〕

全くみえ lijJR音がわ
目の前の

総 数 手の動き それ以上
Tよし、 かる

がわかる

人 人 人 人
56 人数 192 62 30 44 

総 数 155 47 22 33 53 

ifr 沢 63 13 11 13 26 
II分でできる

42 9 5 13 15 

lりl石 50 25 6 7 12 

総 数 12 2 4 6 

!升沢 10 2 4 4 
一部介助

fl 小 iV 2 2 

うト lりl石

で 4、kんじ丸 数 21 12 4 3 2 

は 所沢 15 8 3 3 
全部介助

で fJ、 τ11. i1i 5 3 

き 明石 fli 1 

な t食 数

し、 介助者が 所沢

し、Tよし、 小平市

明石i[i

総 数 4 2 

所沢 市 4 2 
無 回 答

小平

lリj 石市

q
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第25表 人員・視力障害の程度・日常生活介助の状況別〔ご飯を炊く〕

全くみえ !リJJ情が~)
目の前の ! 

総 数
なし、 かる

手の動き それ以上
がわかる

余念 数 192人 62人 30人 44人 56人

総 数 155 46 21 36 52 

所沢 市 64 12 11 16 25 
自分でできる

小平市 41 9 4 13 15 

明石市 50 25 6 7 12 

本念 数 10 5 3 

所沢市 7 4 
一部介助
自 小平市 3 2 

分 明石市

で 総 数 21 13 4 3 

は 所沢 市 15 9 3 3 
全部介助

で 小ー平 市 5 3 

き 明石市

な 数

し、 介助者が 所沢市

いない 小平市

明石市

総 数 6 2 2 2 

所沢 市 6 2 2 2 
無 回 答

小平市

明石市
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